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＜連絡事項＞
・東D、南Aユニット間の扉について。
半ドアになると、南病棟側で警報が作動してしまいますので、強めに閉めてください。

＜入室情報＞
【転出】
・小向　栄子様～東B1　→　西A51
・大塚　勇人様～西B21　→　東A14

＜患者様連絡事項＞
・木村　礼子様～NGチューブ定期交換実施。
・室館　清子様～膀胱留置カテーテル定期交換の為、一時的に抜去し経過観察していたが、自排尿無い為、再挿入している。次回：R8.5.5（火）予定。

・関川　トセ様～モニター面会実施。入院時書類処理済。家族より希望あり、オムツ持参後、CSセットのオムツプランは解約となる。

・越後　京子様～モニター面会実施。入院時書類、車椅子レンタル済。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間の開放観察指示あり。開放観察中他室侵入、私物弄り繰り返し自制できず、早めの開放終了となる。自室では奇異行為なく不潔行為なく過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。不穏さ妄想に左右された言動なく、静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間の開放観察指示あり。開放後全裸のままホールへ出て行こうとしスタッフ制止後更衣実施。数分後には脱衣して他者へ付き纏い自制できず、早めの開放終了となる。自室では時折便弄りみられ、スタッフ介入し保清している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～気分変動なく逸脱行為なし。拘束部位の循環障害なく皮膚トラブルなく臥床して静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・転出候補名：三浦　郁子様、戸田　廣孝様は保留。診察で判断予定。
[bookmark: _GoBack]
＜皮膚科診察情報＞
・小川　光子様～右背部　腸骨陵　臀部に発赤、水泡、びらん
→帯状疱疹疑い　ビダラビン軟膏+ガーゼ
（バラクシビル内服させるには困難）
Rp　ビダラビン軟膏　2本

・北澤　末吉様～①②特変なし　同前処置
③右背部　表皮剥離
右大転子部　5×5cm発赤　径数㎜の水泡複数　
→テラマイシン軟膏+ガーゼ保護
Rp　ブロメライン軟膏　1本
　　　テラマイシン軟膏　1本

・田中　啓司様～①軽快　同前処置
②左踝に　2～3cmの水泡　2つ
　→ガーゼ保護

・室館　清子様～①鎖骨部（上胸部）表皮剥離局面
　　　　　　　　　　　右前腕
　　　　　　　　　　　→ソフラチュール+ガーゼ
　　　　　　　　　　②仙骨部潰瘍
　　　　　　　　　　　　中央部　ブロメライン軟膏・部位　ゲーベンクリーム
　　　　　　　　　　　　　+ガーゼ
Rp　①ソフラチュール　5枚　
　　　　　　　　　　　　　　　　②ブロメライン軟膏　1本　
　　　　　　　　　　　　　　　　③ゲーベンクリーム　1本

・福井　裕夫様～治癒　終診。

他患者様、同前処置。
